
三
種
郵
便
物
認
可
）
大
正
十
四
年
十
一
月
二
十
竃
耳
印
棚
経
編
戸
的
屋
「
十
一
日
聚
石
）

二十第二十二

號七十百第
一月こ十年四十正大

ブ
イ
ー
ア
カ
ン
ト
の
就
會
學
概
念
に
於
け
る
二
三
の
問
題
（
完
）

…
…
…
…
・
…
…
・
・
：
：
…
…
…
…
：
丈
三
士
五
十
嵐
信

カ
ン
ト
に
於
け
る
「
自
然
」
概
念
の
一
つ
の
意
昧
：
…
…
…
…
…
・

…
…
…
…
…
…
：
・
…
…
…
…
…
…
丈
學
士
高
坂
正
顯

朱
子
の
三
論
に
溢
す
る
一
考
察
…
…
文
學
士
　
後
　
藤
　
俊
　
瑞

カ
ン
ト
空
襲
ご
数
學
的
自
然
学
學
…
丈
學
博
士
朝
永
三
十
郎

総
目
録
…
…
…
…
…
…
・
・
…
・
…
…
…
－
－
…
・
・
…
…
…
…
…
…

内灘學文學大國帝都京

會學哲都京



京
都
青
墨
會
規
則

　
第
一
條
　
本
會
チ
虫
部
暫
學
會
ト
顧
…
ス

　
第
二
傑
　
本
會
ハ
廣
義
二
於
ク
ル
哲
學
ノ
研
究
及
其
普
及
チ
以
テ
目
的
｝
ス

第
三
鎌
本
會
ハ
前
條
ノ
目
的
テ
蓬
セ
ン
が
爲
メ
左
ノ
察
業
チ
行
フ

　
　
　
一
、
毎
月
一
回
研
究
會
チ
開
〃

　
　
　
一
、
毎
年
春
秋
ご
圃
公
開
講
演
會
チ
開
〃

　
　
　
一
、
毎
月
一
回
雑
誌
『
辞
譲
研
究
』
チ
獲
行
ス

第
四
鎌
　
三
顧
寧
務
班
チ
京
都
帝
銀
大
學
丈
學
部
内
二
置
ク

第
五
隆
　
本
會
ノ
塞
…
菜
チ
経
由
冨
ス
ル
爲
メ
輌
　
左
ノ
役
負
チ
澄
〃

　
　
　
嚇
、
委
員
（
若
干
名
）
窟
都
帝
國
大
學
文
學
部
哲
學
科
教
官
及
委
員
會
二

　
　
　
　
於
テ
推
薦
シ
タ
ツ
者
チ
以
テ
之
二
充
ジ

　
　
　
一
、
書
記
（
一
名
）
委
員
會
曽
於
テ
囑
託
ス

、
第
六
條
　
本
會
ノ
趣
旨
二
賛
同
ス
ル
者
ハ
何
人
ニ
テ
毛
會
員
タ
ル
コ
｝
チ
得

　
一
三
、
回
書
館
、
敷
育
會
、
其
他
ノ
團
燈
ハ
其
團
禮
ノ
名
テ
以
テ
入
會
ス

　
　
ル
コ
ト
チ
得

第
七
條
　
曾
員
ハ
工
費
｝
シ
テ
年
三
圓
四
拾
銭
、
前
後
二
期
二
分
チ
テ
前
納

　
　
ス
ベ
キ
毛
ノ
｝
ス

第
八
隆
　
會
長
ハ
本
欄
ノ
諸
種
ノ
薄
野
二
萬
席
ス
ル
コ
ト
チ
得
且
ン
雑
誌
、

　
『
哲
學
研
究
』
ノ
口
付
チ
受
ク

第
九
條
　
本
會
規
則
ノ
改
正
饗
更
ハ
委
員
愈
ノ
決
議
論
俵
ル

京
都
哲
學
會
役
員

委
員

丈
學
士

文
學
士

丈
學
博
士

丈
學
博
士

支
學
士

丈
學
士

文
學
博
士

丈
學
博
士

丈
學
搏
士

丈
學
博
士

丈
學
博
士

丈
學
博
士

丈
學
樽
士

丈
學
嬉
士

丈
雛
博
士

丈
學
博
士

丈
學
士

交
學
博
士

米務松藤深波野西朝千田高澤高小狩植伊

田璽本㌔多上田茎葉瀬村坂西野田回
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麹騒號駒

精
紳
科
学
的
心
理
學
ご
青
年
駿
育
の
基
礎
的
研
究
…
…
…
…
…
：
：
・
・
丈
學
紳
士

我
が
國
古
代
の
道
徳
ご
三
才
（
三
）
…
…
…
…
・
：
…
…
…
…
…
…
：
　
交
範
士

デ
ィ
ル
タ
イ
の
心
理
學
的
理
念
の
基
本
的
な
る
も
の
に
就
て
…
…
…
丈
暦
博
士

論
理
的
普
遍
安
當
性
ε
美
的
普
遍
要
嘗
性
…
…
…
…
：
…
…
・
・
…
一
・
ご
丈
論
士

モ
ー
グ
の
丁
年
作
用
説
…
…
：
…
：
…
…
・
：
…
…
…
：
：
…
…
…
…
：
文
學
士

魁
會
ご
模
倣
：
…
…
…
：
…
…
・
：
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
：
…
…
・
・
丈
學
士

小
　
西
重
直

高
橋
俊
乗

櫓
崎
淺
太
郎

赤
松
　
元
通

伊
藤
猷
典

銅
　
　
直
　
　
勇

126T

二
四
　
琶
　
次

一
一
一



艶出
ほ

一
、
本
會
へ
入
會
希
墓
煮
ハ
京
都
市
西
洞
院
七
野
南
内
外
禺
印
押
式

　
A
樹
肚
内
山
遷
都
目
無
倫
莞
テ
ニ
規
定
ノ
會
費
（
前
蓑
紙
裏
ニ
ア
可
）

　
御
納
付
ノ
上
御
申
込
被
下
度
候

一
、
會
員
ニ
シ
テ
韓
居
入
退
曾
尊
（
編
瞬
事
務
以
外
ノ
一
切
）
ノ
事
務

　
　
ハ
内
外
腿
版
株
式
會
阯
内
京
都
哲
學
會
へ
御
通
知
臣
下
度
候

一
、
曾
費
ハ
振
替
四
座
大
阪
養
O
爽
六
三
番
、
内
外
毘
版
橡
式
會
融

　
内
京
都
誓
學
會
宛
テ
ニ
御
佛
込
門
下
度
同

一
、
三
軸
㈹
ノ
編
耐
麟
二
開
ス
ル
涌
㎎
信
及
紹
介
ゐ
塀
刊
書
・
寄
附
議
鞭
批
㈹
舘
マ
ハ

　
凡
テ
本
會
宛
テ
ニ
御
盃
蓬
被
下
学
饒

　　

@　

@　

@　

~都

ｿ
鱒
大
騨
京
都
哲
學
會

註文規定債定

◎◎◎◎◎

會
員
に
あ
ら
ざ
る
購
讃
者
の
御
註
丈
及
び
廣
告
に
關
す
る
件
に

内
外
出
版
樵
式
愈
祉
へ
御
申
込
下
さ
れ
度
候

本
誌
の
御
職
丈
に
す
べ
て
代
余
郵
税
共
衝
金
に
て
御
蓬
り
下
さ

る
べ
く
候

振
替
貯
金
に
て
御
途
金
　
（
振
替
大
阪
三
二
九
蕊
五
番
三
九
順
昌

剛
番
東
京
三
九
一
昌
一
番
）
内
外
出
版
株
式
會
瓢
宛
に
願
上
候

葡
金
切
れ
の
場
合
に
響
封
に
「
凸
削
金
切
」
の
印
此
早
引
q
捺
致
す
・
べ
き

に
付
直
に
御
坐
込
下
さ
れ
度
候

特
に
罰
求
書
及
領
牧
野
等
を
要
す
る
揚
合
ば
郵
雰
謬
銭
御
目
付

下
さ
れ
度
候

一六
　
　
　
班
（
前
金
） 数

【
陣

屋
「
金
　
四

一
金
戴
圓
四
拾
鐘
「
不

十
ご
冊
（
前
金
）
「
金
四
購
入
巨
鐘
㎜
不

　
慨
　
　
郵

拾
　
銭
「
金
　
　
萱

　
　
　
　
　
　
　
申

　
　
　
　
　
　
　
申

受受

廣
告
避

一
　
頁
　
　
金
参
拾
互

選
頁
ハ
取
扱
不
串

vvvvtw

楚
髄
算
崩
喋
聞
鴨
課
筈
＋
七
声
響
麗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
帝
國
大
二
丈
學
郡
内

製複

載轄円

盆
盛
者

右
代
表
者

獲
行
者

印
刷
者

印
捌
才

蔵
行
所
購
響
離

京
三
哲
學
會

伊
　
藤
　
猷
　
典

　　　内

1熱田大
難版蒲中・轟谷
蚕嚢耐労叢量
＝＝五四七一七　　　　　　　　　　ふ　ノへ

論砒箋離郎畿衛

本
圃

欝
張
所

販
費
所

礎費
目
所

京
都
市
下
京
輝
西
洞
院
泌
七
四
南

東
京
市
京
橋
匿
加
賀
町
十
番
地

東
京
市
帥
田
匿
錦
町
一
ノ
一

（
東
京
）

（
大
阪
）

（
海
膨
）

（
京
都
）

共寳盛上東

盛文文田京

肚館館屋副

腎
外
出
版
株
式
會
砒

大川三一東
盛響燃海
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北
隆
館



薦骨白白白書圖本日

　一一の署名二十

菊
版
六
百
頁

総
　
紬
　
美
　
装

定
摺
悪
金
四
隠
題
ム
ハ
拾
鑓

書
留
講
料
戴
拾
七
銭

　
　
証
會
組
織
、
就
會
理
想
、
疵
會
政
策
等
の
諸
問
題
に
根
本
の
哲
學
的
考
察
を
加
へ
た
励
會
哲
學

　
の
書
こ
し
て
、
本
書
は
我
國
の
思
慮
界
へ
全
く
最
初
の
貢
獄
だ
。
長
い
間
の
考
察
の
後
、
著
者
が

　
本
書
の
第
H
頁
に
筆
を
落
し
て
か
ら
奨
の
最
後
の
筆
を
欄
く
ま
で
に
は
五
個
年
の
日
時
を
縄
過
せ

　
し
め
た
。
薯
者
良
身
過
去
の
著
作
．
に
就
て
此
れ
だ
け
自
信
を
持
つ
た
も
の
は
無
く
、
此
れ
を
以
て

四　
謎
語
の
哲
學
の
定
本
に
す
る
ご
言
っ
て
居
る
。
其
れ
は
過
去
の
短
篇
を
聚
め
た
論
文
集
で
は
無
い
。

　
全
く
野
羊
よ
り
慰
末
へ
一
貫
し
た
原
稿
紙
墨
に
圃
千
枚
よ
り
成
る
一
個
の
長
大
論
文
で
あ
る
。
奨

　
の
丈
章
や
堂
々
強
健
。
其
の
思
索
や
細
密
深
蓬
、
著
者
は
僅
に
装
の
ご
三
行
を
得
る
に
さ
へ
数
日

　
の
苦
辛
を
費
し
た
所
が
あ
る
Q
眞
に
惨
憺
元
る
思
索
の
記
録
だ
。
新
時
代
を
展
望
す
る
思
想
界
の

　
剛
大
牧
獲
こ
し
て
、
敢
て
世
の
新
入
の
必
護
を
要
請
す
る
所
以
で
あ
る
。
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